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1)ある特徴的温度 (凍結温度 )Tgでxoにカスプが現れる(図2)o ただし,交流磁界が
層に垂直(C軸 )方向の場合で,層に平行 (a軸 ) 方向ではカスプは生じない(異方性の存
在 )0
2) Tgは,濃度xと共に高温側にずれる(図2の相図ではTcと表記 )o 静磁界を印加する
と,カスプが小さくなり,Tgは低温側-ずれる(図3)O更に,Tgは交流磁界の周波数に
依存し,よく知られた Vogel-Fulcher則に従 う｡
3) Tg近傍には比熱の異常は観測されないoその他 4･2Kで20 kOeまでの試料振動磁力
計による磁化測定ではヒステリシスは見られないが,160kOe までのパルス磁場下の測
定では大きな保磁力 (-20kOe)を持っ履歴現象を示す｡なお,この系がリエントラント
型であるかどうかは不明であるo更に,Tg近くで は x｡のほか非線形磁化率 項 こピークが
観測されたが,実験的に問題があり,相転移現象としての臨界指数の決定と共に今後検討を
要す｡
以上 FexTiS2のスピングラス相は現象的には局在(ハ
イゼンベルク･イジング)型の物質系と共通した振舞いを示
すが,上述のようにこの系は異方性の強い遍歴電子 (バンド)
型であり,スピングラスの機構を理解する上で興味ある系の
一つである｡
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